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ALL FOR WIN



第三十六代主将就任のご挨拶
いつもお世話になっております。
第三十六代主将を務めさせて頂くことになりました吉見良 太と申しま
す。 主将としてチームを先導し、 勝利のために最善を尽くしますので
よろしくお願 いいたします。 
 
2018 年シーズンを迎えるにあたって昨シーズンを振り返りますと、 春
シーズンでは名古屋大 学に勝利を収め、 秋シーズンでは途中で怪
我人が増えて苦しみながらも二部リーグで愛知学院 大学、 三重大
学、 四日市大学、 愛知大学をおさえ、 全勝することができました。 
一部昇格を果たすべく、 松井前主将が掲げた 「リベンジ」 をチーム
スローガンとし、 入れ替 え戦にチーム一丸で挑みましたが、 残念な
がら南山大学に敗北を喫し、 二部残留となってしま いました。 
 
入れ替え戦で南山大学に負けて、 改めて二部と一部の差を感じま
した。 特に、 フィジカル面 で相手の選手は二部のチームにはない体
格を持っており、 試合を通して力負けする場面が随所 に見られまし
た。 トレーニング数値の基準は上がってきてはいるものの、 フィジカル
面のさら なる向上、 底上げをしなければならないと感じました。 また、
試合運びやプレーの質、 試合に対する気持ちなど、 すべてにおいて
自分達は一段階劣 っていたと感じました。 

 
一部昇格、 一部定着をするには今年やってきたことすべてに対し、 一段階上の取り組みが必 要になってくると考えています。 
入れ替え戦で負けた悔しさを忘れず来年は必ず一部昇格をし、 一部定着の礎を築いていきたいと思っています。 
 
今シーズンの目標は、 一部昇格を果たし、 一部定着ができるチームへの礎を築くことです。 そのためには技術面やフィジカル
面はもちろん、 気持ちの面など、 あらゆる面で大きく成長す ることが必要となってきます。 その上で今シーズンのチームスロー
ガンを 「ALL FOR WIN」 としました。 各個人のフィジカ
ル面や技術面、 チーム全体の練習 に対する気持ちや、
取り組む姿勢など、 あらゆる改革が必要になってくると思っ
ていますが、 全ては勝利のためにやることであり、 そのため
には自分がまず誰よりもチームのことを考え、 主将として背
中で語りたいと思います。 
 
一部定着ができるチームを目指すためには、 ずばり一部
優勝をチームとして掲げ、 それに向 かって一人一人が考
えることが必要になると考えています。 そのためには常に
チーム全体で一 部上位校を意識し続け、一部のどのチー
ムが相手でも勝てるという自信と実力を、 チームの一 人
一人が持つことが必要になると考えます。
目標を達成する上で、 まずチームの当たり前のレベルを
上げることが必要だと考えておりま す。 具体的に言うと、
練習に取り組む上で簡単に遅刻や欠席する者がいたり、
ミスをあまり指 摘しない雰囲気があるのが現状です。 これ
が一部と二部を大きく分ける一つの要因であると考 え、
一部で戦うには、 このメリハリのない雰囲気をいち早く一
掃し、 全員がチームのことを考 えることができるようになる
ことが必要だと考えます。 
 
次に、 練習の中で試合をイメージできている人が非常に少ないと感じます。 その要因として、 アサイメントやプレーコールの理
解度、 シチュエーションへの意識、 1 つ 1 つのプレーへのこ だわりが低いことが挙げられます。 そのため、 今シーズンはコーチ
も踏まえてミーティングを 多く行い、プレーコールの意図や、練習への準備を密にしたいと考えております。 また、練習 から 「闘
志」 を出し、 一対一にこだわりを持つ姿勢を徹底、 継続させ、 常に試合を意識した雰 囲気をつくりたいと思います。 
 
 

＃21　吉見 良太
( 新 4 回生）

主 将
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最後に、 やはりフィジカル面の強化が必須だと
考えます。 上記でも述べましたが、 一部に対 
して力負けしているようでは、 秋シーズンに向
けてどれだけ準備をしてきてもやり切ることが 出
来ません。 フィジカルの大幅な成長は、 今か
ら新歓期までの約 3 ヶ月が勝負です。 この
冬で 筋トレメニューの強化と食トレの回数を増
やし、 一部を圧倒するだけのフィジカル強化に
努め ます。 そのためにまず、 新四年生が自
らを厳しくし、 見本となる姿を見せたいと思い
ます。 
 
一部定着するということがどれほど大変なことか
は、 先代を見てきてよく分かっています。 しか
し、 一部昇格してから一部定着を目指してい
る姿 勢では、 いつまでも岐阜大学は一部に
対して挑戦者で あり続けることになると私は思います。 
 
今シーズンは個人としての成長もですが、 一部昇格、 定着を図るにはチームとしての成長が最も重要にな ってきます。 私は
今の Phantoms がチームとして一皮 むければ、 一部優勝も狙えるチームになれると信じて います。 そのためにもまず新四
年生がチームの中心に 立ち、 先導していきます。 
 
私たちが目標を達成するためには、 OB,OG、 保護者 の皆様のご協力、 ご声援が必要不可欠です。 今シーズ ン、 私た
ちの覚悟、 闘志溢れるプレーを実際に見に来 ていただけると大変うれしく思います。 今シーズンも 変わらぬご声援、 どうぞよ
ろしくお願いいたします。

――新幹部に就任して
  この度 HMG に就任した榎谷悠香子です。
  約 25 人いるスタッフをまとめ、 新チームに向けて組織作りを引率さ
せていただきます。
  来年にはスタッフチームは 40 人近くの規模になると予測され、 人
数が増えることで去年以上ににスタッフの力を部に活かすことができると
考えています。 部のスローガンである 「ALL FOR WIN」 の下に
MG.TR.AS の各チーフと連携を取りながら、 「一部定着を支える
phantoms の戦力」 としてスタッフチームを機能させていけるよう頑
張ります。

――新体制における方針について
  phantoms のスローガンである 「ALL FOR WIN」 にはスタッフチー
ムの活動が土台となり、 とても重要になってくると考えています。
  そこでスタッフチームは 「礎 ( いしずえ )」 というスローガンを掲げ、
AS ・ TR ・ MG においてチーフを筆頭にそのセクションに特化した活動
を追求し、 部や選手を支える体制を整え、 これからスタッフチームが
大きな規模になることを見通して機能的に活動するための基礎作りを
上回生やチーフと意見や情報を共有しながら行っていきます。

――現在のチーム状況について
  4 回生の先輩方が引退されました。 引き継ぎを終えて落ち着いて来た所ですが、 さまざまな所で先輩方に頼っていた部分
が多くあることを実感しています。
  先輩方が残してくれた部の体制をもとに新たな組織づくりをするため、 日々ミーティングを重ねています。

-2-

＃403　榎谷 悠香子
( 新 4 回生）

ヘッドマネージャー



――新幹部に就任して
  今シーズンオフェンスリーダーに就任した市野央崇です。 よろしくお
願いします。
  昨シーズンは、 入れ替え戦で南山大学に一部との力の差を見せ
つけられ、 オフェンスとしては一点も取れずに負け悔しい思いをしまし
た。
  今年は、 去年から試合経験してきた選手が多くこの悔しさを忘れ
ず、 オフェンスメンバー全員がひとつひとつのプレーを考え、 意見し
合える雰囲気を作っていき、 このオフェンスチームを一部でも優勝で
きるレベルまで底上げしていきたいと思っています。

――新体制における方針について
  今年のオフェンスのスローガンは 『UPHEAVAL』 です。
この言葉には、 [ 変革、 大変動、 押し上げ、 持ち上がり ] など
の意味があり、 来年以降一部優勝を目指すうえで、 今年のオフェ
ンスは新しく導入するシステムが多く、 いい意味で変動しオフェンス
を高いレベルまで持っていくという意味を込めてこの言葉にしました。
  このスローガンをもとに今年は今までにないような変革を成し遂げた
オフェンスを見せたいと思います︕

――現在のチーム状況について
  現在チームとしてはフィジカルアップ期にあり、 選手ひとりひとりが一
部上位校に引けを取らないフィジカルを手に入れるため努力していま
す。

  １対１の勝負で必ず勝つためには、 今の時期がとても大事になることを自覚しながらやっていきたいと思います。
今シーズンも応援よろしくお願いします。

――新幹部に就任して
　今年度ディフェンスリーダーに就任しました岩島です。 昨年度は一
部昇格を目指して戦いましたが、 入れ替え戦で南山大学に完敗し
一部昇格は果たせませんでした。
  一部常連大学とはフィジカル面でもスキルの面でもアメフトの知識
の面でもまだまだ差があるというのを実感させられました。 今年こそ
一部昇格を果たすのはもちろんですが来年度一部優勝することがで
きるディフェンスチームを作り上げていきます。

――新体制における方針
　昨シーズンの反省を踏まえ今年のディフェンスのテーマは 「アメフト
IQ の向上」 「一部上位校に勝てる Pass Defense」 です。
　現状、 プレーの理解度が低いため全員がとめ方を共有できず、
試合中の修正力もありません。 また、 パスカバーは一部のレベルに
達していないのは明らかです。
 　これらのテーマを体現するスローガンは 「Clever」 ～アメフトの知
識高め貪欲に勝利をつかみ取る～に決定しました。
　今後 DL のアラインの変更や新しいカバレッジを導入していきます
が、 練習中にどれだけ考えてプレーして、 それをミーティングでどれだ
け議論できるかが大事になってきます。 Clever に戦えるディフェンス
を作り上げていきます。

――現在のチーム状況について
　チームとして現在フィジカル期に突入しました。 この時期のトレーニ
ングの成果がシーズンの結果に直結するといっても過言ではありませ
ん。 年末年始のオフをあけて多くの人が体重を増やし一回り大きく
なってきました。

　チームとして皆でフィジカルアップ、 サイズアップをできる数少ない期間のうちにどれだけ自分を追い込んでいけるかがとても大切
になります。今からシーズンの戦いは始まっていますし、チーム内の戦いも始まっています。春シーズン一回りも二回りも大きくなっ
た PHANTOMS を見せられるよう日々トレーニングに励んでいきます。
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＃4　市野 央崇
( 新 4 回生）

攻撃リーダー

＃34　岩島 宏大
( 新 4 回生）

守備リーダー



――新幹部に就任して
　今シーズンキッキングリーダーを務めさせていただきます竹内 脩也です。 昨シーズ
ンは苦しくも、 南山大学との入れ替え戦で負けてしまい、 2 部残留をしました。
　その中で、 ファーストプレイのオンサイドキックで相手に大きく流れを持ってかれまし
た。 やはり、 キッキングは流れを変える大きなセクションだと感じました。 そのため、
今シーズンは流れをつかめるキッキングにしたいです。

――新体制における方針について
　今年のキッキングのスローガンは 「Be Strong」 にしました。
　とにかく今シーズンは強くなることを意識して、 フィジカル ・ 知識 ・ スキルともに一
部校に並ぶ力をつけなければなりません。
　昨シーズン、オフェンス、ディフェンスは二部校に勝っていましたが、キッキングは勝っ
ているとは言えませんでした。 今シーズンは再び 2 部 A ではありますが、 二部校
を圧倒できるように強くなりたいです。

――現在のチーム状況について
　現在チームは冬の練習に向けていろいろと準備をしてい
る状況です。 今シーズンは各セクションいろいろと変わるこ
とが多いので、 冬からの出だしをしっかりと成功させれば、
大きな成長につながると思います。

――新幹部に就任して
　いつも応援ありがとうございます。 今年度トレーニングリー
ダーとなりました浅野です。
　今年度は各セクションで新しい取り組みが積極的になさ
れ、 トレーニングも例外ではありません。 新しく外部コーチ
の南川さんをお招きし、 上位チームで培われた知見を貪
欲に取り入れていきたいと考えています。
　特に、 今年から新しく組み込んだ春のフィジカル期と筋ト
レ内容で、 一部校に通用する筋肉を育んでいきます。
　また、 チームの毎年の欠点である体重の軽さへの対処も、 より徹底した方法で確実に増体を目指します。
今年のチームは来季も視野に入れた、 大きな目標を掲げています。 これを達成するには、 一部校を圧倒するフィジカルが不
可欠です。 スローガンである 「Be　Monster」 を、 すべての部員が達成できるよう、 精進してまいります。

――新幹部に就任して
　体トレのトレーニングリーダーに就任しました新 4 回生の北川大
祐です。 昨シーズンは全体を通して足をつる選手が多く、 また春
シーズンではスタミナ不足が目立ちました。
　そのため、今シーズンは有酸素運動を中心にやっていきたいと思っ
ています。 そうすることで足をつる選手が少なくなったり、 スタミナ
不足の選手が少なくなったりすると思います。
　試合では選手が走り負けないと思うのでご期待下さい。 ご声援
のほどよろしくお願いいたします。

＃99  竹内 脩也
( 新 4 回生）

スペシャルチームリーダー

＃68　浅野 将太
( 新 4 回生）

トレーニングリーダー

＃79　北川 大祐
( 新 4 回生）

体トレリーダー
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――パートリーダー（QB）に就任して
　お世話になっております。 2 回生の早川徹です。 引き続き QB のパートリーダーに就任
させていただきました。 しかし、 今年は偉大な先輩である田中さんが抜けて、 新たに同
期の伊藤が加わりました。 さらに新入生も入ってくるので、 自分が前にたって QB パートを
牽引していきたいと思います。

――新体制における方針について
　新体制になって、 オフェンスのシステムが今年大きく変わることが決まりました。 QB とし
てシステムをより理解しみんなを引っ張っていきたいです。

――現在のチーム状況について
　現在のチーム状況は、 1 部優勝をできるチームを作るという大きな目標に向かって一人
一人がやるきをもって取り組んでいます。 1 月、 2 月は特にフィジカルに重点をおいて取り
組み、1部に負けない体を作っていきます。これからも応援のほどよろしくお願いいたします。

――パートリーダー（RB）に就任して
　僕自身みんなを率いる立場につくことは少なく、 RB というポジションのリーダーになり不安
は感じていますが、 キャプテンの吉見さんや、 同期、 後輩の力も借りながら、 頑張りたい
と思っています。

――新体制における方針について
　今年は四年生が 1 人引退し、 また伊藤のポジションコンバートもあり人数も減ったため、
RB としては個の力を上げなければいけません。 フィジカルアップはもちろんですが、 練習で
は基礎を大事にし、 意識する点をさらに明確にして取り組んで行きたいと思っています。
　特にフィニッシュは試合でも結果を大きく左右するポイントであるため、 日頃の練習からど
れだけこだわれるかが大事になってくると思います。 またチームの方針も変化して、 RB に求
められる能力も高くなってくると思います。 新たな練習も導入し、 個の可能性を高めていけ
たらと思います。

――現在のチーム状況について
　これまでは先輩についていくだけでしたが、 3 年生にもなり次はパートリーダーとしてみんな
を引っ張る番なので責任感を持って努めていきます︕

――パートリーダー（WR）に就任して
　部として今年はいろいろ新しい取り組みをしていくので、 レシーバーも様々な新しいことを
取り込みワンアップしていきたいです。

――新体制における方針について
　今のオフシーズンの増量期でみんながサイズアッ
プを目指しています︕サイズアップを実現して一
部に通用する力をつけたいです。

――パートリーダー（OL）に就任して
  この度オフェンスラインパートリーダーに就任させ
ていただいた若松です。
　オフェンスラインはオフェンスメンツの半分を占め
るポジションとなるためオフェンスの要となるポジ
ションなのでチームのオフェンスを引っ張っていける
セクションにしたいと思っていますのでよろしくお願
いします。

――新体制における方針について
　去年のシーズンのメンバーがほぼ残っていますが、 今年はオフェンスの方針が大きく変わるた
め、 ミーティングをしっかり行いセクションの意識の統一が必須となってきます。

――現在のチーム状況について
　去年のシーズンでは入れ替え戦においてフィジカル面において一部校に対して大きな遅れを
とってしまっているため、 現在ではフィジカルアップを大きな目標として筋トレや食事に注意を
払って生活しています。

＃1　早川  徹
( 新 3 回生）

QB リーダー

＃31　長澤　樹
( 新 3 回生）

RB リーダー

＃87　織田 健司
( 新 3 回生）

WR リーダー

＃53　若松 亮佑
( 新 3 回生）

OL リーダー
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――チーフ TR に就任して
今シーズンチーフを務めさせていただく遠藤です。 年々人数が増えて、 今まで行なっていた仕事からさら
に出来ることが増えているので今年は全体のレベルを上げ、 選手の期待に応える、 TR の信頼がさらに
高まるように尽力します。 よろしくおねがいします。

――新体制における方針について
主に栄養管理と筋トレに重点をおこうと思っています。 コーチにもお願いして勉強会で知識を増やし、
より具体的な選手へのアドバイスができるようにしていきます。 さらに、 春の新入生への筋トレ指導がで
きるまでのレベルを目指します。

――現在のチーム状況について
冬のフィジカルアップが大切な今、 筋肥大と体重増加に向けての取り組みをコーチやキャプテン、 さらに
新しく今年から月 1 回来ていただくストレングスコーチの南川さんとともに計画し、 行なっていきます。 カ
ロリーなどの栄養管理や体重管理、 筋トレノートの管理で選手をサポートしテスト期間や長期休暇中
に着実なフィジカルアップを目指します。

――チーフMG に就任して
お世話になっております。 この度、 MG チーフに就任いたしま
した、 二回生の酒井栞里です。 チーフに就任し、 今までと
はちがう立場で Phantoms を支えていくことが楽しみです。

その分大変なこともあると思いますが、 先輩方のこれまでのやり方を引き継ぎ、 さらに MG を充実させていけれ
ばと思っています。 私たちの仕事は目に見えるものは少なく、裏で頑張ることが多いですが、マネージャー内でしっ
かりと共有していきたいと思います。

――新体制における方針について
今年のスローガンは All for win なので、 それに向けて、 やりがいをもって取り組んでいこうと思っています。
私たちの仕事は直接試合にかかわることではないかもしれませんが、 Phantoms が勝つために必要な仕事し
かないので、 頑張りたいです。

――現在のチーム状況について
現在は五人で MG の仕事をしています。 会計や広報などの仕事を分担して行っています。 春シーズンや新
歓にむけて、 できることを少しずつ進めています。 また、 今までの仕事をそれぞれ引き継ぎ、 新しいことをそれ
ぞれがやりはじめています。

――チーフ AS に就任して
　いつもお世話になっております。 この度新しくASチーフに就任しました2回生の家城薫と申します。 チー
フに就任し、 「これからの Phantoms の AS の基礎を作る」 を自分の中のモットーとして掲げました。
未来の Phantoms で AS が戦術面において最前線で活躍することを見据えて、 幅広く AS の仕事を
確立していきたいと思っています。
  2017年度のシーズンは入れ替え戦で1部校相手に結果を出すことが出来ず、悔しい思いをしました。
雨の日も風の日も暑さが厳しい日も、 ひたむきに練習に取り組んできた選手が悔しさに涙を流す姿を見
て、 「もっと選手の力になりたい」 と強く思いました。
  惜しみなく知識を伝えてくださるコーチ、 意見を快く受け入れてくれる先輩、 熱い気持ちを持った何で
も相談できる同期、 この 1 年で大きく成長を遂げてくれた頼れる後輩が AS には揃っています。 戦術の
面においてチームの核となれるよう、 この 1 年は改革の年にしたいと考えています。 至らぬ所ばかりでは
ありますが、発展途上にある AS を温かく見守って頂けると幸いです。 今年 1 年よろしくお願い致します。

――新体制における方針について
  新体制となって新しく始めた事の一つとして、 AS の各セクションにチーフを置くことになりました。 オフェ
ンスチーフは小林きょ、 キックチーフは松原、 ディフェンスチーフは私が AS チーフと兼任という形になってい
ます。 各セクションにチーフを置くことによって、 それぞれのセクション内の統率を図ることができ、 チーフが
各セクションのメンバーの要望や意見をまとめることによってより良い環境を整えることができると考えていま
す。

  私たち AS は戦術の面から選手をサポートします。 自分がプレーしていない分、 選手に劣らない知識量を付けることが今後の課題です。 具体的には
これまでよりも勉強会の量を増やすこと、 スカウティングの実践、 選手とのコミュニケーションを重点として行っていきたいと考えています。

――現在のチーム状況について
  引退した 4 回生の人数は少ないものの、 グラウンドは今までより広いように感じます。 入れ替え戦直後こそ落ち込んで見えた選手たちですが、 新キャ
プテンを中心として、 次のステップへ向けて意識を切り替えて新人戦に臨むことができていたように思います。
  12 月 10 日の愛知大学戦を終え、 少し時間にゆとりが出来ました。 このシーズンオフの期間は、 来シーズン 1 部昇格を目指すにあたって非常に重
要であると思います。 フィジカルアップ、 プレー理解、 目標設定とやるべきことは山積みですが、 全ては勝利のためです。 選手はすでに気持ちを来季
へと向け、 ひとつひとつ目の前の事をこなすことができていると感じます。
  私たちスタッフもこの冬大きく成長出来るよう頑張ります。 昨シーズン、保護者の方々には多大なるご声援を頂きました。 個人的にも毎試合 「頑張っ
て︕」 と声をかけて頂き、 本当に力になりました。 今後とも変わらぬご声援をよろしくお願い致します。

＃414　遠藤　睦子
( 新 3 回生）

チーフＴＲ

＃626　酒井　栞里
( 新 3 回生）

チーフＭＧ

＃521　家城　薫
( 新 3 回生）

チーフＡＳ
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――パートリーダー（DL）に就任して
今までの立場と異なり、 パートリーダーという責任がある立場に立たせてもらいます。
今までとは違い、 自分のことだけでなく、 周りのことも考えなければならないと思いま
す。 2 部優勝し、 1 部に昇格でき、 更に 1 部に通用するような力、 技術をつけ
られるようチーム全員で練習に取り組んでいければいいと思います。

――新体制における方針について
新体制では、 「ALL FOR WIN」 というチームスローガンのもと 1 部昇格を目指し
ます。 選手、 スタッフそれぞれが勝つためにできる全てのことをしていけば自然と勝
利につながっていくと思います。

――現在のチーム状況について
現在のチームは全体的にフィジカルが不足しているという状況にあり、 昨年もフィジカ
ル不足で力負けしたといった場面が見られました。 そこで、 体重を増やしたりトレー
ニングをしたりして力負けしないフィジカルをつけることができるように頑張っています。

――パートリーダー（LB）に就任して
自分が幹部に就任することは部に入ったすぐには想像もできないことでした。
これまで歴代の幹部を務められた方々は Phantoms を引っ張って素晴らしいチームを
作られたと思うので自分も責任を持って行いたいと思います。

――新体制における方針について
新ディフェンスチームは 4 回生が一名しか抜けませんでしたが、 その穴はとても大きく、
自分のポジションということから自覚を持たなければいけないです。

――現在のチーム状況について
オフシーズンが終わって体も大きくはなりましたが、 入れ替え戦や一部を意識するとま
だまだだなと感じます。 これからの冬シーズンではもっとペースを上げてフィジカルを鍛え

たいです。

――パートリーダー（DB）に就任して
 上手くやっていけるか正直不安ではありますが選んでいただいたからにはしっかりやりたい
と思います。
 もうチームを引っ張ってゆく学年になったんだと気を引き締めて頑張ります。

――新体制における方針について
  来年一部昇格、 再来年には一部優勝を目指すので一部をすごく意識してやってゆく
ので一部と戦った時負けない力を発揮するのではと思います。
  これからディフェンスでは新しいことをやっていきどんどん武器となる守り方を身につけ一部
に負けないチームになることを願います。

――現在のチーム状況について
 現在 3 回生、 2 回生、 1 回生に割とたくさんの選手がいて昨シーズンの若いチームと
は違って新 4、 3 回生を中心としたチームとなるのます。
 充実したチームで戦えることが嬉しいです。
 頼れるパートリーダーになれるように頑張りますので応援よろしくお願いします︕

＃77　佐合 凌太
( 新 3 回生）

ＤＬリーダー

＃50　湯本 将大
( 新 3 回生）

ＬB リーダー

＃7　五藤 真永
( 新 3 回生）

ＤB リーダー
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ヘッドマネージャー

　お世話になっております。 OL アシスタ
ントコーチを務めさせていただいておりま
す、 大倉です。
　先 日 の 愛 知 大 学 戦 で す が
Phantoms としては主に 1 年生を多く
起用し、 若手の力をはかるという意図
でのぞみました。 結果として、 試合は
負けたもののオフェンスでは 1 年生 WR
がタッチダウンを決めたり、 1 年生 RB
が大量 yard を獲得したりなどチームとし
て嬉しい活躍が沢山ありました。 ディフェ

ンスにおいても随所でビッグプレーが見受けられ、 モメンタムアップに
繋がりました。
　今回の試合を通して、 若手達には自信がつき、 モチベーション
も上がったと思われます。 一方、 チーム全体としてみれば、 大事
な場面でのターンオーバーやゴール前でタッチダウンを決めきれない
等、 課題も多く見つかることとなりました。
　今シーズン一部復帰をするためにも愛知大学は秋の入れ替え戦
で当たる可能性が十分に高い相手と言えます。 来たる決戦に向
け、 練習できる期間は同じです。 その中で、 入れ替え戦の相手
以上の力をつけるためにも、 コーチとしてより一層若手の成長を見
届け、 チームの底上げをはかっていきます。
　まだ吉見主将のチームは始まったばかりで、 これからますます力を
つけて成長していきます。 今年のチームの成長、 活躍に向け、
今後とも何卒応援よろしくお願いします。

（記　OL/ リクルート担当コーチ   大倉　拓真 (16 年度卒 )）

　お世話になっております。 オフェンス
コーチをしております、 中田敬士です。
　12 月 10 日愛知大学豊橋キャン
パスにて、 新人戦が行われました。
　この試合は、 秋シーズン出番の少
なかった下級生に、 試合経験を積ん
でもらうことを一つの目的として行われ
ました。 オフェンスとしては、 RB の
#28 坂上、 #32 結城がコンスタン
トなヤードを獲得することができまし
た。 　その背景には #72 久世や
#64 加藤ら OL のしつこいランブロック
がありました。 WR 陣では #10 前田

が 1 回生の中で初めて TD を記録することができました。 その後も
TD で加点しましたが、 29－36 での敗戦となりました。
　入替戦で 1 部に昇格した愛知大学に対して、 競った試合をす
ることができましたが、 最後に勝ち切ることはできませんでした。 し
かしながら、 多くの 1 年生が活躍した試合となりました。 4 年生
が引退して新チームとなりましたが、 こういった下級生の活躍でチー
ム全体のレベルアップができると思います。
　チーム一丸となって、 2018 年シーズンにおいて 1 部昇格をする
ことができるように、 団結したチーム ・ ハイパワーオフェンスを作り上
げていきます。 今後とも応援のほどよろしくお願いします。

（記　オフェンス /AS 担当コーチ   中田　敬士 (16 年度卒 )）

◇第 21回四日市ボウル◇

1. チーム編成
　【東海大学ライオンズ】
　　名城大学・名古屋大学・信州大学・岐阜大学・
　　四日市大学・三重大学・日本福祉大学・静岡大学

　

12/10 新人戦 ・愛知大学戦コーチ戦評
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　いつもお世話になっております。 コーチの
鷲見です。 12/16 に行われた四日市ボ
ウルに向けて、 12/12～15 の計 4 日間
名城大学グラウンドで合同練習を行いま
した。
  私はディフェンスアシスタントコーチとして
参加しましたが、 名城大学や名古屋大
学のコーチの方々のサポートとしてやらして
頂き、 コーチとしても勉強になり、 自チー
ムの練習にも生かして行きたいことが沢山
ありました。

  短い時間で複数のチームの選手同士で合わせるために、 練習の大半が低
強度の合わせで動きの確認等になりましたが、 現役選手は他チームの選手
とコミュニケーションをとり有意義な一週間となったと思います。
  岐阜大学からは選抜選手が多くいて、 合わせの練習にも複数の選手が常
に参加し、 いい意味で目立つことが度々あったので、 それが自信にもつながっ
てさらに強くなってくれるきっかけになったら良いと思います。
  現在は松井主将ら 4 回生が引退し、 新 4 回生の吉見主将を中心に一
部昇格後一部優勝を目指せるチームを作るために新しい取り組みや意識の
再徹底を行なっています。 チーム一丸となって尽力致しますので、 変わらず
のご支援ご声援をよろしくお願い致します。
 また我々コーチも、 選手が少しでも強く、 少しでも上手くなるよう全力でサ
ポートしていきますので、 これからも応援を宜しくお願い致します。

（記　LB コーチ  鷲見 省吾 (2016 卒 )）
 
  エイプスをご覧の皆様、 いつもお世話
になっております。 DL コーチの山口で
す。
  去る 12 月 16 日、 四日市ドームに
て四日市ボウルが開催されました。 試
合に向け、 私達は名城大率いる東海
ライオンズとして、 名城大 G にて平日
の夜 5 日間、 合同でミーティングとグラ
ウンド練習を行いました。
  ライオンズには昨シーズン優勝校の名
古屋大、 連覇の強豪名城大を始め、

レベルの高い選手やコーチが多く、 メニューやアサイメントに関してコーチとして
も勉強させていただくことが多くありました。 また、 他校の選手と合同でパート
練習をしたり話すことで互いの練習メニューと技術の向上も期待できるので、
貴重な経験として選手達にもいい刺激となったことと思います。
  選手、 スタッフともに学生は講義を終えてから名城大に向かうというスケ
ジュールが 5 日間続き、 その翌日に試合を迎えるため少しハードな日程とは
なってしまいますが、 とても充実した 1 週間を過ごすことができたと思います。
  これからしばらく公式試合などはありませんが、 冬の間にもしっかりと練習、
トレーニング、 ミーティングを続け春には生まれ変わった PHANTOMS 見せら
れるよう精進していきます。 これからも変わらぬご支援、 ご声援をよろしくお
願いいたします。

（記　DL コーチ  山口 真吾 (2016 卒 )）

ディフェンス賞を受賞して

　お世話になっております。 4
回生の伊藤です。 先日行わ
れました、 四日市ボウルにて
優秀ディフェンス賞を頂きまし
た。 Phantoms 初でもあるそ
うで、 非常に光栄に思います。
　四日市ドームで名前を呼ば
れたときは本当に驚いてすぐに
は反応できませんでした。 自
分が受賞できるなんて全く思っ
ていなかったからです。 　
　それは自分以外も同じで、
受賞後には 「なんでお前なん
だ」 「竹内にトロフィー返せ」 「いくら積んだんだ」 などとたくさんのお言葉を頂
きました。 終いにはライオンズの監督でもある名城大学の牧野監督に 「間

違いだろ︕」 とまで言わ
れる始末でした。 これほ
どまでに祝福されない賞は
初めてです。
　しかし、 帰ってからビデ
オを見直したらそれなりに
思うように動けていたことを
再確認できたし、 喜んで
くれる人もいたので今では
賞を頂けて良かったと思い
ます。

　4 年間 LB として play してきて納得のいく試合が少なかったし、たくさんチー
ムにも迷惑をかけてきました。 シーズンの試合でできなかったのは悔しいです
が最後認めてもらえるような play が出来たのは素直に嬉しかったです。
　僕がこうして最後までアメフトをやってこられたのは長谷川監督や星野 C、
鷲見 C を始めとしたコーチの方々、 一緒にやってきた先輩や同期や後輩、
応援してくださった保護者や会社の方々のおかげです。 最後までやり通せた
からこそのこの賞です。 これを通して改めて多くの人に支えられて 4 年間を終
えることが出来たことを感じております。 本当にありがとうございました。
　自分の将来のことも
あるので学業や就活
もきちんとしていきます
が、 これからも
Phantoms 関わって
いこうと思います。
　今 後 Phantoms
は 一 部 優 勝 を 狙 う
チームになります。
　そのために自分がで
きることはあると思うの
で、 それを精一杯す
ることで 4 年間の感
謝を形にできたらと考えています。 4 年間本当にお世話になりました。 ありが
とうございました。

（記　#11  LB/K  伊藤 将人 (4 回生 )）

第 21 回四日市ボウル報告

2017 東海最強選抜セカンドチーム選出
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◆ 2017 シーズン成績◆
2017 シーズンはチーム成績では、
・ 得点 1 位、 ラン攻撃 1 位、 パス攻撃 2 位、 トータル攻撃 1 位
・ 失点 1 位、 ラン守備 1 位、 パス守備 3 位、 トータル守備 1 位
の成績となりました。

また個人成績においては、 下記の者が上位 5 傑となりました。
・ パッシング部門　　 2 位 #13 田中 孝樹 (4 年 ) レイティング 106.0
・ ラッシング部門　　 2 位 #21 吉見 良太 (3 年 ) 339Yds
                        3 位 #23 伊藤 大智 (2 年 ) 275Yds
・ レシービング部門　 2 位 #12 箕浦承太郎 (3 年 ) 11 回
　　　　　　　　　　     4 位 #4  市野 央崇 (3 年 ) 10 回
・ パント部門　　　　 1 位 #25 朝日 章太 (3 年 ) 平均 29.9 ヤード
・ パントリターン部門 3 位 #11 伊藤 将人 (4 年 ) 平均 3.7 ヤード
・ インターセプト部門 2 位 #25 朝日 章太 (3 年 ) 3 回
　　　　　　　　　　     3 位 #9  白木 克憲 (2 年 ) 2 回
・ スコアリング TD 部門 1 位 #21 吉見 良太 (3 年 ) 4 本
                           3 位 #23 伊藤 大智 (2 年 ) 4 本
・ スコアリングキック部門 1 位 #11 伊藤 将人 (4 年 ) 31 点
・ 連盟表彰 
  敢闘選手賞 #13 田中 孝樹 (4 年 ) 

◆ 敢闘賞を受賞して◆
　このような賞をいただけて大変光栄に思います。 残念ながらチームとしての目標で
ある 1 部昇格 ・ 定着は果たせませんでしたが、 大学 1 年生か 4 年間フットボール
をやってきて最後に賞をいただけていい形で締めくくれたと思います。
　色々な方の支えがあって取れた賞であると思いますが、 賞をいただけた要因として
は自分の個人の目標である東海で№1 の QB になるというところにあると思います。
自分たちのチームは今でこそ人数も多くなってきて大きいチームになってきましたが、
チーム内でレギュラー争いはほとんどありません。 ポジションによってはかつかつでやりく
りしているところもあります。
　そんな中でチームの中では上の方にいるということはそれほど難しいことではないで
す。 そのような状況に満足していたら成長できないと思います。 比較対象にしなけ
ればいけないのは他チームの選手で、 実際に戦うのは他チームの選手です。 その相
手に勝っているかを意識することが重要だと思います。 どこまでやれば勝てるということ
はありませんが、勝っていると思えるくらいやることによって自信になります。 自信を持っ
た振る舞いや自信を持ったプレイが敢闘賞につながったのではないかと思っています。

　僕たちが果たせ
なかった一部昇
格 ・ 定着を果た
すために後輩たち
には視野を広げ
て戦う相手に目
を向けて欲しいと
思います。 フット
ボールはいろいろ
なポジションがあ

るので、 このポジションなら東海№1 だと言い切れるくらいになって欲し
いと思います。
　まず来年は一部に昇格して来年も岐大で敢闘賞をもらってほしいと
思います。 またベストイレブンにも岐大の選手が何人か選ばれるよう
に頑張ってもらいたいです。

（記　#13  QB  田中 孝樹 (4 回生 ))

2017 連盟総会報告
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◆ 献血活動報告◆
  こんにちは。 LB#52 の日榮佑悟です。 私は先日、 初めての献血に参加させていただきました。
  最初は献血は痛かったりするのではないかと少し不安があったのですが、 いざやってみると献血センターの
方々はとても優しく対応してくださって、 痛みも少なくすぐに終わりました。
  今回参加した事で、 私たちの少しずつの献血によって血が必要な人を救うことができると、 献血の重要
さを知ることができました。 また機会があれば参加したいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（記　#52 LB 日榮 佑悟 ( 新 2 回生 ))
◆ 新人戦結果報告◆
　12 月 3 日に名古屋工業大学、 12 月 10 日に愛知大学と
試合を行いました。 4 回生が引退して新体制初めての試合を挑
みました。 来季一部校相手に通用するところがあった反面、 まだ

まだ課題は多くあり、 一部に上がるために何が足りないのか明確に分かった良い機会でした。 これらを修正し来年一部に上
がれるよう、 練習に励みたいと思います。                                                               

（記　#18 WR 佐伯 嘉紀 ( 新 2 回生 ))
◆ 2017 シーズン納会報告◆

 12 月 3 日に 2017 シーズンを締めくくる納会が行わ
れた。 選手、 スタッフ、 監督、 コーチ、 保護者の方々
も含めた大規模な納会となった。
  参加者で今シーズンの活躍を称え、 課題を明示し、
来シーズンの飛躍を鼓舞する素晴らしい納会となった。
今シーズンのオフェンス、ディフェンス、キッキング、新人、
総合の MVP が発表された。
　表彰された選手全員が口を揃えて 「来シーズンは今シーズン以上の活躍をする。」 と熱いス
ピーチをした。 その他の部員は来シーズンの決意を固めた。
　そして、 松井主将の今シーズンの振り返りを話していただき、 長谷川監督、 吉見新主将の
今シーズンの反省、 来シーズンの一部昇格の意気込みを話していただいた。 最後に父母会

会長の市野さんの言葉と一本締めで 2017 年納会が幕を閉じた。 　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　（記　#32 RB 結城 慶法 ( 新 2 回生 ))

◆ 第 67 回新春ぎふシティマラソン報告◆
　こんにちは。 DB#5 の岩堀和季です。
　私は 1 月 8 日の新春マラソンに参加させていただきました。 小さい頃からマラソンが
好きだったのでこの時が楽しみでした。 実際に走ってみると、5キロは意外と遠く苦しかっ
たです。
　しかし、 沿道から、 地元の方が多くの応援を下さったり、 一緒に苦しい思いをしな
がら走っているランナーをみると頑張ろうと思えました。 走り終えた時の達成感と充実
感はマラソンならではのものでした。 また来年も参加したいです。 　　　　　　　　    　
　　（記　#5 DB  岩堀 和希 ( 新 2 回生 ))

◆ 近況活動報告◆
  いつもお世話になっています 2 回生 OL の青木です。
  シーズンも終わりオスシーズンに入りました。 今シーズンはすべての試合に出場させていただきました。 しかし、 シーズンを通し
て自分はまだまだ力不足であると感じました。 そこで 12 月に開催させた OL 塾に参加しました。
  他の大学の OL の方とコミュニケーションをとることができいい刺激になりました。 また、 OL としてのさらなるスキルアップや理解
を深めることができました。 オフシーズンは基礎を一からやり直す期間であると思うので来シーズンに向けてこの 3 ヶ月を有効に
使い成長していきたいです。 今後とも応援よろしくお願いします。

　　　　（記　#74 OL 青木 友佑 ( 新 3 回生 ))

  いつもお世話になっております。 スタッフ 2 年の渡邉桃子です。
  オフシーズンになり、 シーズン中のような練習が中心の部活から、 フィジカルアップが中心
の部活になります。 選手のフィジカルアップをサポートできるように TR としての仕事をすること
はもちろんなのですが、 私はこの期間はスタッフが自分の仕事を見直す大切な時期でもあ
ると思います。 シーズン中は忙しくて既存の仕事をしっかりこなす事で精一杯ですが、 時間
に余裕ができるこの時期に、 今までの振り返りと、 今後どのようにしたらより良く選手のサポー

トができるかを考えたいと思っています。
  今シーズン一部昇格は叶いませんでしたが、 このオフシーズンの期間に成長して、 来年良い結果が残せるとよいと思います。
今後とも応援よろしくお願いします。 　                                           　　　 　（記　#225 TR  渡邉　桃子 (新3回生))

近 況 報 告



父母会登録・ファンクラブ入会・DVD販売等について

▼父母会特典

　・データでの APS の発送

　・公式戦有料チケットに関するサービス

　・ファントムズグッズの会員価格販売 な

phantomsjp@yahoo.co.jp

◆金融機関名　十六銀行　 　　◆金融機関コード　0153 
◆支店名　　　黒野支店　　　◆支店コード　　　111
◆口座番号　普通 1532865
◆口座名義　岐阜大学アメリカンフットボール部父母会　谷口綾菜
◆お振り込み金額 1口 5,000 円 ( 原則として 3口以上 )

　 APS の発行にあたりまして、 毎回の印刷代や送付代等
がかかっております。 そこで保護者の方々には毎年 APS の
活動資金を頂いております。 基本的には、 APS 作成費
や郵送費として使わせていただき、 残りの資金は練習中の
お茶やテーピング代、 部員の健康管理のための資金として
使用させて頂いております。 　
　一部の強豪校にも通用する身体作り、 練習計画を行っ
ていくためには、 皆様の応援が必要不可欠であります。 選
手、 スタッフ一同全力で来シーズンに向け準備を行います
ので、 何卒ご声援をいただけますようお願い申し上げます。
　振込先の口座は下記の通りです。

　お振込の際はお間違えのないよう宜しくお願い致します。
ご不明な点は会計担当ＭＧの近藤までお問合せ下さい。
なお、 振込手数料は大変お手数ですが、 お振込者にて
御負担をお願いいたします。 誠に恐縮ではございますが、
何卒ご理解、 ご協力のほど、 よろしくお願い申し上げます。
　なお、 今年度の決算報告（詳細内訳）につきましては、
次号にて掲載させて頂くことを予定しています。
　また、 保護者の皆様方に父母会登録といたしまして、 メー
ルアドレス (PC) の登録をお勧めしております。 登録をご希
望の方は、 お名前を添えて送っていただきますようお願いし
ます。 スケジュールや練習等の質問もこちらのアドレスにて受
付いたしております。 以下までご連絡のほどお願いいたしま
す。

　
　末尾になりましたが、 今年度の本誌発刊予定は下記を
予定しています。 今年度も引き続きご愛顧頂けますようお
願い申し上げます。

　

【４回生ご父兄の皆様へ】
　いつもお世話になっております。 ４年間ファントムズへの多
大なるご支援有難うございました。 皆様の暖かいご支援の
おかげでなんとか乗り切ることができました。 心より御礼を申
し上げます。
　是非ともこれからも引き続き、 皆様方に応援をして頂きた
く、 次号においてファンクラブのご案内をさせて頂きます。 特
典内容等ご確認を頂きまして、 ご入会を頂ければ大変嬉
しく思います。 皆様のご期待に添えるよう、 より高いレベル
で戦えるように日々努力していきます。
　これからも変わらぬ暖かいご支援、 ご声援の程宜しくお願
い致します。

【2017 シーズン DVD販売開始について】
　皆様方より大変ご要望の高かったゲーム DVD を別紙の
通り販売開始させて頂きます。 今シーズンからは制作の一
部について、 外注委託を行う事により、 より完成度の高い
ものに仕上がる予定です。 是非ともお申し込みのほど、 宜
しくお願い申し上げます。
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2018APS 発刊予定について 

号 
原稿 
依頼日 

最終 
校正日 

 考備 日送発

1 12/30      1/20       1/23 【特集】新体制、四日市ボウル、連盟総会報告、DVD 販売 
2 2/17　 3/3  3/6 活動状況報告、リクルート活動、方針発表、春期予定、決算報告 
3 3/10 3/31  4/3  活動状況報告、方針発表、春期予定、寄付金依頼(1) 
4 4/21 5/5 5/8 【特集】春期試合予定、方針発表、新人戦案内、チケット等同封 
5 5/5 5/26 5/29 【特集】新入選手紹介、春期結果報告、父母会総会案内 
6 6/16 6/30        7/3 【特集】夏期合宿案内、寄付金依頼(2) 
7 8/18 9/1 9/4 【特集】秋期リーグ戦直前分析、チケット等同封、イヤーブック同封 
8 10/6 10/27 10/30 【特集】秋期リーグ戦序盤    案内 寄付金御礼 
9 10/30 11/10 11/13 【特集】入れ替え戦、チケット同封、納会案内(1)、チケット等同封 

10 11/17 12/8 12/11 【特集】四回生引退、新主将、四日市ボウル、納会案内(2)、チケット同封 
 



岐阜大学 試合会場 

岐阜大学ファントムズオフィシャルDVD

Mail:

①１ゲーム単品
　17春　ゴリラーズ、ISS、OB戦、滋賀、名城、名古屋、富山(新人)

②17秋シーズン（5試合）パックセット

③17春シーズン　　

④上記②③（12試合）
※新人戦(名古屋工業)・新人戦(愛知)・四日市ボウル　

※上記ご希望の試合に〇印を記入願います。

ご注文商品名

1,000円

4,000円

6,000円

銀行振込・代引き

　①ゆうちょ銀行　【名義】岐阜大学アメリカンフットボール部ＯＢ会　
　　【住所】愛知県大府市共栄町４丁目８７　会計　白井秀幸　　
　　【店名】二四八　　【店番】248　　【口座番号】24103761
　②三菱東京ＵＦＪ銀行　岐阜支店　
　　【名義】岐阜大学アメリカンフットボール部ＯＢ会　会計　白井秀幸
　　【店番】550　　【口座番号】0127217
　③十六銀行　本店　
　　【名義】岐阜大学アメリカンフットボール部ＯＢ会　会計　白井秀幸　
　　【店番】100　　【口座番号】2652196　

選手会事務局 ：ＦＡＸ（０５８）２１４－９６７９

お振込み先金融機関口座

通信欄 選手会・父母会・OB会へのご意見、ご要望、事務連絡等がございましたら、ご自由にお書きください。

※岐阜大学 、試合会場受取ご希望の方は、現地で直接現金お支払となります。

17秋　愛知学院、三重、四日市、愛知、南山(入替戦)

（7試合）パックセット

+3試合　完全パック
※

10,000円

岐阜大学ファントムズオフィシャルDVD　Game Video 2017





平成 29 年 12 月  8 日

主将手記（四年間を振り返り）

私は、「せっかく大学で部活動としてスポーツをするのだから、強い選手になろう」と決意し、
Phantoms への入部を決め、アメフトを始めました。

入部当時、身長は変わりませんがひょろひょろで、いま当時の写真をみると少し気持ち悪いと思えるく
らいのフィジカルでした。そんなひょろひょろの私に、当時 3 回生の金井 C に TE をやってみないか
といわれたのが僕の OL 人生の始まりでした。

なにか矛盾を感じますがあえてスルーします。OL のポジション柄、体重は重要な要素となります。し
かし、私はあまり体重を増やそうとせず、まず 1 年目は技術とスピードを学び、2 年目以降から必要
そうなら体重をつければいいと考えていました。しかし、その考えは東海 1 部リーグでの秋シーズン
を通して砕かれることになります。

東海 1 部リーグ、そこには速く上手く、そして大きな選手がたくさんいました。その大きな選手たち
に負かされていく先輩たちの姿をみて、技術とスピードだけで勝てるなんていう考えはなくなりました。
また、先輩たちが頑張っている姿を多く見ていただけに、これだけ頑張っていても勝てないのが 1 部
なのか、と衝撃をうけました。

その日から、ただ漠然と強くなりたいという気持ちから「1 部で通用する選手になろう」と明確な目標
へと変わりました。そして、1 部で勝つためにはいままで以上の頑張りが必要であると感じました。

自分の目標に近づくためにはまず体重を増やすことだと思い、1 年のオフシーズンで 10kg の増量を行
いました。そのころはあまり部として体重を増やす文化がなく、実感として私だけが大きくなったとい
う印象でした。体重がつくと、いままで培ってきた技術・スピードもレベルアップし、いままでできな
かったプレーができるようになり、アメフトがどんどん楽しくなっていきました。

それを見てか、当時 3 回生であった浦田 C から FB に推薦していただけました。FB はブロックメイン
の RB で、スピードもありある程度のフィジカルもある私にやってほしいとのことでした。ファンブル
等で迷惑をかけましたが、春シーズンは全試合スタメンで出場することができました。

結果はよくありませんでしたが、自分が出場するはじめての春シーズンをやりきったことに私としては
満足していました。しかし、私の負傷もあり、夏から方針がかわり FB のないフォーメーションをメイ
ンでつかうことになりました。

その後、IWRをやることになるのですが、その負傷をひきずり、秋シーズンでの出場もほとんどなく、
活躍することはできませんでした。結果として 1 部昇格を果たしましたが、自分の弱さで、先輩方の
期待に応えられなかったことが本当に悔しかったです。

 そんなこんなで迎えた 2 回生の冬、私は OL パートリーダーをやることになりました。いままで別の
ポジションをやっていただけに、不安だらけで始まりましたが、先輩方・コーチ方に意見をもらったり、
OL 塾というイベントに参加したりしながら、なんとか OL をまとめることができていたように思いま
す。

また、冬は春冊子の編集、新歓の準備、YB の編集といろいろ重なり、それに加え OL がどのような練
習をしたらもっとうまくなるか考えないとで、毎日が多忙でした。これらの業務だけでなく、私は OL 
のなかで 1 番下手だったので、もっと上手くならなくてはと必死でした。サイズアップも行い 13 ㎏の
増量に成功しました。

そんな多忙な日々でしたが、そのなかで私はとても成長することができたと思っています。そのときの 
OL メンツは私以外が新 4 回生で、チームの目標は前人未倒の「1 部 2 勝」でしたので、自分がどこま
で上手くなるかがこのチームが目標を達成できるかのキーになるなと思っていました。

自分の成長でチームに貢献できると思い、自分のレベルアップに努めました。そのかいもあってか、秋
シーズンでは 1 部のチーム相手にある程度戦える選手になることができていたと思っています。

1 部での試合は毎試合が自分への挑戦、チームとしての挑戦という感じで、刺激的でとても楽しかった
です。自分の目標である「1 部で通用する選手になる」が達成できているのかは、1 部のチームに勝利
することで示させると思っていましたので、自分のためにも、そしてチームのためにも必ず勝利したい
という気持ちでいっぱいでした。

しかし、結果は南山大学にタイブレイクで敗退し、入れ替え戦でも敗退し、2 部降格が決定しました。

入れ替え戦のあと、当時主将であった鷲見 C に来シーズン 1 部でやらしてやれなくてすまないと謝ら
れました。なにも返事ができなかったです。正直、入れ替え戦での敗退は、自分の目標を見失った瞬間
でもありました。

最終シーズンを 2 部ですごし、どうしたら「1部で通用する選手に」なれたのかを示せるのだろうか、
そんな気持ちでした。本当に悔しい敗退でした。シーズンを通してあと少しで勝てるときに、足元をす
くわれ敗退した試合が多かったので、これが 1 部と Phantoms の差であり、今後埋めなければならな
い差であると感じました。

入れ替え戦の次の日から筋トレを再開しました。毎日毎日フィットネスルームに通い、悔しい気持ちを
ぶつけるように筋トレしました。少しおかしな話ですが、涙を流しながら筋トレをしたこともありまし
た。そして、後輩たちにはこんな悔しい負け方をしてほしくないという思いが強くなりました。

それに加え、自分の目標は、入れ替え戦まで勝ち進めば下位ではあるが 1 部のチームと戦えること、
そこで相手チームを圧倒すれば、達成したといえるのではないかということで納得しました。

そして、私が主将に任命され、スローガン「リベンジ」の新体制がスタートしました。

まずチーム全体として、「個」にこだわり、もっと強くなってほしいと思っていました。「だれかになに
かをやらせたい、だれかを変えたいときは、まず自分の行動で示せ」と浦田 C に言われたことを思い
出し、まず自分が強くなることから始めようと思いました。

そこで、オフシーズンはほぼ毎日筋トレと食トレを行い、1 月からの練習では 1on1 をやることに決まっ
ていたので、そこで全部員を圧倒的にボコボコにし、いまのままではダメであることを叩き込もうと決
めました。

その結果、いままでにないくらい筋トレの数値が伸び、体重も 13kg あげることに成功しました。そし
て、1 月の練習では全部員をボコボコにすることに成功しました。正直、だれも 1 ミリも勝てていなかっ
たと思います。

そのかいあってか、チーム全体として、筋トレすることに加え、食トレを自主的に行うことが定着しだ
した気がしました。

 その次に、向上心を持ち、そのためにこだわる点をもって毎練習に臨んでほしいと思いました。スポー
ツをやるうえで１番楽しい瞬間というのは、自分がうまくなったと実感した瞬間だと思いますし、楽し
いときというのは集中力も高まり、プレーの質も上がると考えました。アメフトでの楽しさをたくさん
知ることが勝利につながると思いました。個々のこだわりは、各リーダーに決めさせ、全体としてこだ
わる点を設定し、こだわる習慣をつけようとはじめました。

個々でのこだわりは技術的なものが多く、全体でのこだわりはメンタル的なものが多かったと思います。
メンタル的なものといっても、「やるべきときにやるべきことをやる」それだけのことです。しっかり
気持ちを切り替えて練習に臨むことは、試合のなかで気持ちを切り替えないといけない場面などで生き
ると思ったので、まずはだれにでもできることからこだわるよう設定しました。そして少しずつレベル
アップさせていきました。

 時は過ぎ、秋シーズンを迎えます。冬は多くの負けを経験しましたが、春には名城大学に善戦、そし
て名古屋大学には勝利し、上々のシーズンインでした。順調に勝ち進み、４戦全勝で優勝することがで
きました。シーズンを通してどんどん成長していく後輩たちをみて、こいつらに１部で戦ってほしい、
戦わせたいという気持ちがどんどん強くなっていきました。2 回生の選手が多く試合に出ていたのです
が、2 部で通用する実力は十分もっていました。そして、なりより 3 回生に 1 部レベルの選手が数多
くいました。お前たちが輝くのはここではなく、1 部だと何度も強く思ったことでした。このまま成長
して、来年 1 部で戦ったのなら優勝も狙えるのではないかとも考えていました。

そして迎えた入れ替え戦、相手は昨シーズンタイブレイクで敗退した南山大学でした。
今シーズンのスローガン「リベンジ」にふさわしい相手ということで、チームとしてのモチベーション
も最高潮でした。コイントスでキックの選択権を得、レシーブを選択しました。まずはオフェンスから
流れをつくり、優位をつくるつもりでした。ところが相手のキックオフは、まさかのサプライズオンサ
イドでした。

意表を突かれた KR チームはそれに対応できず、相手に攻撃権を渡してしまうことになりました。試合
後に相手の監督にきいた話ですが、岐阜大学がコイントスで勝ったら必ずレシーブを選択するのでそう
したら、オンサイドすることが決まっていたそうです。そしてそのドライブで南山大学に先制点を取ら
れます。その次の岐阜大学のオフェンスのドライブではよい流れができかけたところで、センターのス
ナップが大きくオーバーし、大きくロスすることになり、結局自陣 40yds くらいまでしか攻められま
せんでした。

その後の南山オフェンスをディフェンスがとめてくれ、オーバースナップはしたものの良いドライブは
できていたので、切り替えてオフェンスに臨みました。そしてフレッシュもコンスタントにとれ、良い
流れが来かけてきたとき、インターセプトにより南山大学にボールと流れを取られてしまいました。こ
のとき、イエローフラッグがとんでおり、それにより攻めたパスでしたが、まさかのフラッグの取り消
しにより、ターンオーバーとなりました。そこから良いプレーもちょくちょくありましたが、良い流れ
にのりきれず、得点にむすびつけることはできませんでした。そしてそのまま試合は進み、0－28 で
敗退となりました。試合が終わったとき、完敗であったことを実感しました。個々の強さも感じました
が、試合の運びであったり、試合の準備への入念さであったりに差を感じました。

これで自分の 4 年間最後の試合が終わると思うと涙が止まりませんでした。自分のためにも、ともに
戦ってきた後輩のためにも、いままで支えてきてくれたスタッフ、コーチ、監督、そして父母会の皆様
のためにも絶対に勝ちたい試合でした。それだけに本当に悔しかったです。ただ主将の意地として弱い
部分は見せられないと思い、相手ベンチから帰ってくるころには何度も出そうになる涙をとめました。
応援にきてくださった方々に挨拶をしたとき、ああほんとに終わったんだなあと思いました。そこから
のことはあまり覚えていませんが、監督にひではよく頑張ったと言われたときは少し救われたような気
がしました。

 この 1 年間部員たちには当たり前のことを求め続けてきたと思います。なんでそんなことをずっと言
い続けるのか不思議に思ったことがある部員も多いと思いますが、スポーツにおいて当たり前のことが
当たり前にできることはとても重要だと考えています。インチャーがきたらそれを内に押し込む、外に
開くようなら外へ流す、それはプレーとして当たり前の判断だと思います。もっと細かいことを言えば、
ショルダーと腰を LOS に平行にしてパスプロをする、ヒットの時はしっかり相手の胸にパンチを打ち
込む、ということも当たり前のことになります。これらの当たり前のことをどれだけ当たり前にできる
か、それが上手い選手とそうでない選手をわけると思っています。

この 4 年間いろいろな大学に合同合宿へ行きましたが、強いチームもやっていることは大して変わり
ませんでした。ただそのやっていることがどれだけ当たり前にできるかに差があるように感じました。
上手くなる方法は、優れた練習方法があるのではなく、もうすでにいままでの練習のなかにあります。
今一度、練習への姿勢を考え、自分が上手くなるにはどうしたらいいのか、それぞれが本気で考えてほ
しいと思っています。そして、Phantoms が必ずや 1 部で戦える、そして勝てるチームとなることを祈っ
ています。

 長くなりましたが、この 4 年間本当に多くのひとにお世話になりました。口下手なだけに伝えられた
ことは少ないですが、本当に感謝しています。この場を借りてお礼申し上げます。本当に楽しい 4 年
間でした。Phantoms 大好きです。ありがとうございました。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第三十五代主将　 　 

　　　　　　　　　　　　　  松井 英之 


